
成果指標１、成果指標２　集計結果

令和８年（2026年）　６月

沖縄県教育委員会

令和７年度

　沖縄県公立学校における働き方改革推進計画　

　　「みんなの学校！ピースフル・プラン」





１． 成果指標について

成果指標

　〇 成果指標１：

　〇 成果指標２： 「３軸・６視点」に関する管理職アンケート調査を実施し、肯定的回答の割合を成果指標とする。

　〇 成果指標３： 客観的計測による在校等時間を集計し、教職員の長時間勤務者の人数と割合を成果指標とする。

目標値

　〇 成果指標１、成果指標２の目標値

　　　 全教職員の「３軸・６視点」の実感向上を目指して、令和８年度（2026年度）末までに肯定的回答の割合を80％以上とする。

　〇 成果指標３の目標値

　　　・ 時間外在校等時間が月80時間を超える教職員をゼロとする。

　　　　　※市町村教育委員会においては、地域の実情に応じて下線部分（県教育委員会設定部分）を変更可とする。

　　 月４５時間超 年３６０時間超 月４５時間超 年３６０時間超

11.1% 21.7% 10.15% 10.8 ％ ※

1.2% 4.55% 14.7% 13.3％ ※

※ 令和５年度の年360時間超を集計できていない市町村教育委員会も含む数値から算出

県立高等学校 市町村立小学校

県立特別支援学校 市町村立中学校

令和７年度　沖縄県公立学校における働き方改革推進計画　成果指標の集計について

沖縄県公立学校における働き方改革推進計画「みんなの学校！ピースフル・プラン」では、教職員一人一人の「３軸・６視点」の実感の向上を評価し、効果
的な取組の検討等に活用するため、以下の３つの成果指標を設定する。

学校評価（教職員対象）の評価項目に、下記の「３軸・６視点」 に関する５項目を位置づけ、 肯定的回答の割合を成果指標とする。

　　　教職員の心身の健康を守るために、全教職員が時間外在校等時間上限（月45時間、年360時間）以内での勤務を目指して、
　　　令和８年度（2026年度）末までに

　　　・ 時間外在校等時間が月45時間、年360時間を超える教職員の年平均割合を令和５年度の50％以下とする。（県教育委員会設定部分）

A 当てはまる

B ある程度当てはまる

C あまり当てはまらない

D 当てはまらない
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２． 集計について

（1）集計期間 成果指標１，２：令和７年12月1日～令和８年３月６日

成果指標３　　：令和７年４月１日～令和８年３月31日 　※現在集計中

（2）集計方法 成果指標１：各学校で実施した学校評価（教職員用）の集計結果

　・各市町村立学校の集計結果を各市町村教育委員会がとりまとめて県教育委員会へ報告

 　・各県立学校が集計結果を県教育委員会へ報告。

成果指標２：県教育委員会が実施した「３軸６視点」に関する管理職アンケートの集計結果

　・各市町村立学校の集計結果を各市町村教育委員会がとりまとめて県教育委員会へ報告

　・各県立学校の管理職（代表者１名）が県教育委員会へ回答。

（3）対象者 成果指標１：県内全公立学校の全教職員16,725名を対象

　　※ 令和７年度 成果指標３（４月～９月）における月平均対象職員数

　・市町村立学校　：小学校　6,917名　、中学校　4,007名

　・県立学校　　　　：高等学校　3,900名、特別支援学校　1,844名、県立中学校　57名

成果指標２：県内全公立学校の管理職（各学校管理職１名）484名を対象

　・市町村立学校　：小学校　256名（256校）、中学校　143名（143校） 　※小中併置校は小か中いずれか１校で回答の場合もある。

　・県立学校　　　　：高等学校　59名（59校）、特別支援学校　22名（22校）

（4）回答数・率 成果指標１：県内全公立学校：13,155名（78.7％）

　・市町村立学校　：小学校　5,282名（76.4%）、　中学校　 3,106名（77.5％）

　・県立学校　　　　：高等学校　3,178名（81.5％）、 特別支援学校　1,540名（83.5％）、県立中学校　49名（86.0％）

成果指標２：県内全公立学校：463名（95.7％）

　・市町村立学校　：小学校　247名（ 96.5％）、中学校　131名（91.6％） 　※小中併置校は小か中いずれか１校で回答の場合もある。

　・県立学校　　　　：高等学校　59名（100％）、特別支援学校　22名（100％）、県立中学校　４名（100％）

【参考：本県公立学校数（令和7年５月時点）】

　〇市町村立小学校数（休校除く）：256 校（うち小中併置校：27 校）　 ○県公立高等学校数：59校

　〇市町村立中学校数（休校除く）：143 校（うち小中併置校：28 校） ○県公立特別支援学校数：22校
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1⃣ 　成果指標１：学校評価（教職員対象）集計結果〈確定値〉

◎ 県内公立学校（小・中・高・特支）

全回答
人数

（５）
心身の健康の確保と
安全・快適な職場環境
の形成ができている。

84.3% 13,193

（２）
個人の裁量（ゆとり）
ある時間の確保が
できている。

66.2% 13,207

（３）
一人一人の児童生徒
との信頼関係を深める
ことができている。

92.3% 13,112

（４）
より専門性を発揮する
ための研修や教材研究
等が充実している。

83.5% 13,161

肯定的回答
の割合

（１）
同僚・管理職との良好
な人間関係の構築が
できている。

93.3% 13,179

31.5%

26.5%

32.0%

22.8%

50.0%

52.8%

57.0%

60.3%

43.3%

43.3%

12.3%

13.9%

5.8%

25.7%

4.4%

3.4%

2.6%

1.9%

8.2%

2.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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1⃣ 　成果指標１：学校評価（教職員対象）集計結果〈確定値〉

〇 市町村立小学校 

全回答
人数

（２）
個人の裁量（ゆとり）
ある時間の確保が
できている。

70.1% 5,335

肯定的回答
の割合

（１）
同僚・管理職との良好な
人間関係の構築が
できている。

93.9% 5,319

（３）
一人一人の児童生徒
との信頼関係を深める
ことができている。

93.4% 5,282

（４）
より専門性を発揮する
ための研修や教材研究
等が充実している。

86.6% 5,315

（５）
心身の健康の確保と
安全・快適な職場環境
の形成ができている。

87.0% 5,32436.4%

28.9%

34.2%

25.4%

53.9%

50.6%

57.7%

59.2%

44.7%

40.0%

9.7%

10.7%

4.3%

23.2%

3.7%

3.3%

2.7%

2.3%

6.7%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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1⃣ 　成果指標１：学校評価（教職員対象）集計結果〈確定値〉

〇 市町村立中学校 

全回答
人数

93.0%

91.0% 3,112

80.0% 3,106

3,106

60.2% 3,130

肯定的回答
の割合

（１）
同僚・管理職との良好な
人間関係の構築が
できている。

（２）
個人の裁量（ゆとり）
ある時間の確保が
できている。

（３）
一人一人の児童生徒
との信頼関係を深める
ことができている。

81.6% 3,122

（４）
より専門性を発揮する
ための研修や教材研究
等が充実している。

（５）
心身の健康の確保と
安全・快適な職場環境
の形成ができている。

28.9%

24.9%

30.1%

21.1%

49.1%

52.8%

55.2%

60.9%

39.1%

43.9%

13.5%

16.2%

6.1%

28.1%

3.9%

4.8%

3.8%

2.9%

11.7%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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1⃣ 　成果指標１：学校評価（教職員対象）集計結果〈確定値〉

〇 県立高等学校

全回答
人数

肯定的回答
の割合

3,186

81.4% 3,193

62.1% 3,188

89.0% 3,178

3,200

（２）
個人の裁量（ゆとり）
ある時間の確保が
できている。

（３）
一人一人の児童生徒
との信頼関係を深める
ことができている。

（１）
同僚・管理職との良好な
人間関係の構築が
できている。

（４）
より専門性を発揮する
ための研修や教材研究
等が充実している。

（５）
心身の健康の確保と
安全・快適な職場環境
の形成ができている。

91.8%

78.0%

24.3%

18.6%

23.0%

18.3%

43.2%

57.1%

59.4%

66.0%

43.8%

48.5%

15.7%

20.0%

9.7%

30.1%

6.1%

2.9%

2.0%

1.4%

7.8%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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1⃣ 　成果指標１：学校評価（教職員対象）集計結果〈確定値〉

〇 県立特別支援学校

全回答
人数

肯定的回答
の割合

86.2% 1,554

97.8% 1,540

91.3% 1,554

95.1% 1,554

73.0% 1,554

（１）
同僚・管理職との良好な
人間関係の構築が
できている。

（２）
個人の裁量（ゆとり）
ある時間の確保が
できている。

（５）
心身の健康の確保と
安全・快適な職場環境
の形成ができている。

（３）
一人一人の児童生徒
との信頼関係を深める
ことができている。

（４）
より専門性を発揮する
ための研修や教材研究
等が充実している。

34.4%

38.1%

46.4%

26.8%

52.3%

51.7%

53.2%

51.4%

46.1%

42.8%

11.5%

8.0%

1.9%

20.5%

4.0%

2.4%

0.7%

0.3%

6.6%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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1⃣ 　成果指標１：学校評価（教職員対象）集計結果〈確定値〉

〇 集計結果（肯定的回答の割合）

全体 小学校 中学校 高等学校

〇考察

同僚・管理職との良好な人間関係の
構築ができている。

個人の裁量（ゆとり）ある時間の確保
ができている。

一人一人の児童生徒との信頼関係を
深めることができている。

より専門性を発揮するための研修や
教材研究等が充実している。 86.6%

87.0%

（１）

（２）

（３）

（４）

（５） 心身の健康の確保と安全・快適な
職場環境の形成ができている。

特別支援学校

95.1%

73.0%

97.8%

91.3%

86.2%

93.3%

66.2%

92.3%

83.5%

84.3%

91.8%

62.1%

89.0%

78.0%

81.4%

93.0%

60.2%

91.0%

80.0%

81.6%

93.9%

70.1%

93.4%

● 成果指標１については、県内公立学校教職員全体の概ね８割（78.7％）の評価を集約することができた。

●全体では、評価項目（2）以外は、目標値80％を上回ることができた。

特に、評価項目（1）（3）における肯定的な回答の割合は、昨年度に引き続き９割を超えている。

☞ 本プランの集中取組期間２年目ということもあり、各学校でそれぞれの実態に応じた取組が浸透し、評価項目（2）以外は、

８割を超える結果になったと考えられる。

● 評価項目（2）については、全校種とも肯定的回答の割合が80％未満であるが、昨年度60％未満だった中学校と高等学校

においては60％以上となった。

評価項目（4）については、昨年度80％未満だった中学校、高等学校において、中学校は目標値80％を上回った。

評価項目（5）については、昨年度80％未満だった中学校において、目標値である80％を達成した。

☞ 評価項目（5）がすべての校種で目標値80％以上となったのは、「メンタルサポートガイドライン」の策定、「メンタルヘルスの日」

の設定、市町村教育委員会を伴走支援する「労安活性化会議」の実施等、県独自の取組が影響していると考えられる。

☞評価項目（2）の結果は、評価項目（4）及び（5）の結果に大きく影響すると考えられるため、引き続き、「私たちのピース・リスト

2023」等を活用し、「個人の裁量ある時間の確保」等を実感できる環境整備が必要である。

全体 小学校 中学校 高等学校

(94.0%) (95.1%) (94.3%) (92.5%)

(62.7%) (66.5%) (59.0%) (57.9%)

(92.5%) (93.4%) (91.9%) (89.5%)

(80.7%) (83.3%) (77.5%) (77.3%)

(82.6%) (85.1%) (79.2%) (81.7%)

　　　　　※下段のカッコ書きはR６実績

評価項目（成果指標１） 特別支援学校

（１）同僚・管理職との良好な人間関係の
構築ができている。

93.3%

（５）心身の健康の確保と安全・快適な
職場環境の形成ができている。

(86.8%)

84.3%

（４）より専門性を発揮するための研修や
教材研究等が充実している。

（３）一人一人の児童生徒との信頼関係を
深めることができている。

(68.0%)

92.3%

（２）個人の裁量（ゆとり）ある時間の確保
ができている。

83.5% 86.6% 80.0% 78.0% 91.3%

93.9% 93.0% 91.8% 95.1%
(92.5%)

66.2% 70.1% 60.2% 62.1% 73.0%

87.0% 81.6% 81.4% 86.2%
(84.2%)

93.4% 91.0% 89.0% 97.8%
(97.4%)
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2⃣　成果指標２：学校評価（管理職対象）集計結果〈確定値〉

◎ 県内公立学校（小・中・高・特支）

全回答
人数

（５）

貴校では、心身の健康の
確保と安全・快適な職場
環境の形成ができてい
る。

97.0% 463

（２）
貴校では、個人の裁量
（ゆとり）ある時間の確保
ができている。

89.7% 464

（３）
貴校では、一人一人の児
童生徒との信頼関係を深
めることができている。

99.6% 464

（４）

貴校では、より専門性を
発揮するための研修や
教材研究等が充実してい
る。

95.7% 464

肯定的回答
の割合

（１）
貴校では、同僚・管理職
との良好な人間関係の構
築ができている。

99.1% 464

39.1%

29.3%

40.7%

25.9%

64.2%

57.9%

66.4%

58.8%

63.8%

34.9%

3.0%

4.3%

0.4%

10.3%

0.9%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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2⃣　成果指標２：学校評価（管理職対象）集計結果〈確定値〉

〇市町村立小学校 

全回答
人数

95.2% 248

96.8% 247

248

99.2% 248

肯定的回答
の割合

（１）
貴校では、同僚・管理職
との良好な人間関係の構
築ができている。

（２）
貴校では、個人の裁量
（ゆとり）ある時間の確保
ができている。

99.2%

（３）
貴校では、一人一人の児
童生徒との信頼関係を深
めることができている。

（４）

貴校では、より専門性を
発揮するための研修や
教材研究等が充実してい
る。

（５）

貴校では、心身の健康の
確保と安全・快適な職場
環境の形成ができてい
る。

248

91.9%

42.9%

32.3%

38.3%

29.4%

62.5%

53.8%

62.9%

60.9%

62.5%

36.7%

3.2%

4.8%

0.8%

8.1%

0.8%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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2⃣　成果指標２：学校評価（管理職対象）集計結果〈確定値〉

〇市町村立中学校 

全回答
人数

（４）

貴校では、より専門性を
発揮するための研修や
教材研究等が充実してい
る。

95.4% 131

（５）

貴校では、心身の健康の
確保と安全・快適な職場
環境の形成ができてい
る。

96.2% 131

（２）
貴校では、個人の裁量
（ゆとり）ある時間の確保
ができている。

82.4% 131

（３）
貴校では、一人一人の児
童生徒との信頼関係を深
めることができている。

100% 131

131

肯定的回答
の割合

（１）
貴校では、同僚・管理職
との良好な人間関係の構
築ができている。

98.5%

35.9%

19.1%

41.2%

23.7%

64.9%

60.3%

76.3%

58.8%

58.8%

33.6%

3.8%

4.6%

0.0%

17.6%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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2⃣　成果指標２：学校評価（管理職対象）集計結果〈確定値〉

〇県立高等学校

全回答
人数

59

（３）
貴校では、一人一人の児
童生徒との信頼関係を深
めることができている。

100% 59

（４）

貴校では、より専門性を
発揮するための研修や
教材研究等が充実してい
る。

98.3% 59

（５）

貴校では、心身の健康の
確保と安全・快適な職場
環境の形成ができてい
る。

100% 59

（２）
貴校では、個人の裁量
（ゆとり）ある時間の確保
ができている。

91.5% 59

肯定的回答
の割合

（１）
貴校では、同僚・管理職
との良好な人間関係の構
築ができている。

100%

35.6%

33.9%

40.7%

16.9%

72.9%

64.4%

64.4%

59.3%

74.6%

27.1%

1.7%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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2⃣　成果指標２：学校評価（管理職対象）集計結果〈確定値〉

〇県立特別支援学校

全回答
人数

（２）
貴校では、個人の裁量
（ゆとり）ある時間の確保
ができている。

100% 22

（５）

貴校では、心身の健康の
確保と安全・快適な職場
環境の形成ができてい
る。

95.5% 22

（３）
貴校では、一人一人の児
童生徒との信頼関係を深
めることができている。

100% 22

（４）

貴校では、より専門性を
発揮するための研修や
教材研究等が充実してい
る。

95.5% 22

（１）
貴校では、同僚・管理職
との良好な人間関係の構
築ができている。

100% 22

肯定的回答
の割合

27.3%

40.9%

59.1%

22.7%

54.5%

68.2%

54.5%

40.9%

77.3%

45.5%

4.5%

4.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

当てはまる ある程度当てはまる あまり当てはまらない 当てはまらない
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2⃣　成果指標２：学校評価（管理職対象）集計結果〈確定値〉

〇 集計結果（肯定的回答の割合）
全体 小学校 中学校 高等学校

〇考察

特別支援学校

100%

100%

99.1%

89.7%

100%
（２）

貴校では、個人の裁量（ゆとり）ある時
間の確保ができている。 91.9% 82.4% 91.5%

（１）
貴校では、同僚・管理職との良好な人
間関係の構築ができている。 99.2% 98.5%

（３）
貴校では、一人一人の児童生徒との信
頼関係を深めることができている。 99.2% 100% 100% 100%

95.5%

95.5%

99.6%

95.7%

97.0%（５）
貴校では、心身の健康の確保と安全・
快適な職場環境の形成ができている。 96.8% 96.2% 100%

（４）
貴校では、より専門性を発揮するため
の研修や教材研究等が充実している。 95.2% 95.4% 98.3%

● 成果指標２については、県内公立学校全体の９割以上（95.7％）の評価を集約することができた。

● 全体では、各評価項目の肯定的回答の割合が８割を超えており、評価項目（2）以外は、全校種で90％を上回った。

☞ 本プランの集中取組期間２年目で、各学校の管理職が高い意識を持ち、継続的にリーダーシップを発揮して、取組を推進する中

で、全校種において各評価項目の肯定的回答の割合が、８割を超える結果になったと考えられる。

特に、全校種とも評価項目（1）（3）の肯定的な回答の割合が100％に近くなっていることから、昨年度に引き続き、各学校の管理

職がこれらの視点を重視した学校経営を行っていると考えられる。

● 評価項目（2）については、肯定的回答の割合が、小学校、中学校、高等学校で最も低い結果となったが、昨年度の小学校87.8％、

中学校77.1％、高等学校86.4％より改善が見られ、目標値80％を上回る結果となった。

☞ 評価項目（2）の結果は、年間授業時数の見直し（「私たちのピース・リスト2023」No.39）が進んだこと等の関連があると考えられる。

引き続き、「私たちのピース・リスト2023」等を活用して、「個人の裁量ある時間の確保」について、効果的な取組を推進していく

必要がある。
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3⃣　成果指標１・２の結果　レーダーチャート〈確定値〉

◎ 県内公立学校（小・中・高・特支）

93.3%

66.2%

92.3%83.5%

84.3%

99.1%

89.7%

99.6%95.7%

97.0%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

（1）同僚・管理職との

良好な人間関係の構築が

できている。

（2）個人の裁量（ゆとり）ある時

間の確保ができている。

（3）一人一人の児童生徒との

信頼関係を深めることが

できている。

（4）より専門性を

発揮するための研修や

教材研究等が充実している。

（5）心身の健康の確保と

安全・快適な職場環境の

形成ができている。

成果指標１

成果指標２

目標値
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3⃣　成果指標１・２の結果　レーダーチャート〈確定値〉

〇 市町村立小学校 

93.9%

70.1%

93.4%86.6%

87.0%

99.2%

91.9%

99.2%95.2%

96.8%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（1）同僚・管理職との

良好な人間関係の構築が

できている。

（2）個人の裁量（ゆとり）ある時

間の確保ができている。

（3）一人一人の児童生徒との

信頼関係を深めることが

できている。

（4）より専門性を

発揮するための研修や

教材研究等が充実している。

（5）心身の健康の確保と

安全・快適な職場環境の

形成ができている。

成果指標１

成果指標２

目標値
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3⃣　成果指標１・２の結果　レーダーチャート〈確定値〉

〇 市町村立中学校 

93.0%

60.2%

91.0%80.0%

81.6%

98.5%

82.4%

100.0%95.4%

96.2%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（1）同僚・管理職との

良好な人間関係の構築が

できている。

（2）個人の裁量（ゆとり）ある時

間の確保ができている。

（3）一人一人の児童生徒との

信頼関係を深めることが

できている。

（4）より専門性を

発揮するための研修や

教材研究等が充実している。

（5）心身の健康の確保と

安全・快適な職場環境の

形成ができている。

成果指標１

成果指標２

目標値
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3⃣　成果指標１・２の結果　レーダーチャート〈確定値〉

〇 県立高等学校

91.8%

62.1%

89.0%78.0%

81.4%

100.0%

91.5%

100.0%98.3%

100.0%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（1）同僚・管理職との

良好な人間関係の構築が

できている。

（2）個人の裁量（ゆとり）ある時

間の確保ができている。

（3）一人一人の児童生徒との

信頼関係を深めることが

できている。

（4）より専門性を

発揮するための研修や

教材研究等が充実している。

（5）心身の健康の確保と

安全・快適な職場環境の

形成ができている。

成果指標１

成果指標２

目標値
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3⃣　成果指標１・２の結果　レーダーチャート〈確定値〉

〇 県立特別支援学校

95.1%

73.0%

97.8%91.3%

86.2%

100.0%

100.0%

100.0%95.5%

95.5%

0%

20%

40%

60%

80%

100%

（1）同僚・管理職との

良好な人間関係の構築が

できている。

（2）個人の裁量（ゆとり）ある

時間の確保ができている。

（3）一人一人の児童生徒との

信頼関係を深めることが

できている。

（4）より専門性を

発揮するための研修や

教材研究等が充実している。

（5）心身の健康の確保と

安全・快適な職場環境の

形成ができている。

成果指標１

成果指標２

目標値
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3⃣　成果指標１・２の結果　レーダーチャート〈確定値〉

〇 集計結果（成果指標２と成果指標１の肯定的回答の割合の差）
全体 小学校 中学校 高等学校

※赤数字：成果指標２と成果指標１の肯定的回答の割合の差が15pt以上

〇考察

（１）
同僚・管理職との良好な人間関係の
構築ができている。 5.3 5.5 8.3

（３）
一人一人の児童生徒との信頼関係を
深めることができている。 5.8 9.0 11.0

5.8

23.5

7.3

（２）
個人の裁量（ゆとり）ある時間の確保
ができている。 21.8 22.3 29.4

9.3（５）
心身の健康の確保と安全・快適な
職場環境の形成ができている。 9.7 14.5 18.612.7

（４）
より専門性を発揮するための研修や
教材研究等が充実している。 8.6 15.4 20.312.2

特別支援学校

4.9

27.0

2.2

4.1

● 全校種において、成果指標２のグラフは、成果指標１のグラフより大きく、共に、右上（評価項目(2)）が歪んだ形となっている。

☞ 各学校の管理者は働き方改革に関する意識を高く持って、学校経営に取り組んでいると考えられるが、昨年度と同様、教職員の

評価は相対的に低い結果となっている。また、評価項目(2)に関しては、他の評価項目と比べて、管理職と教職員が共通の課題

として認識している傾向が見られる。

● 各評価項目の差（ズレ）に着目すると、最も差（ズレ）が小さいのは、全校種で評価項目(1)、次いで評価項目(3)となっており、両評価

項目とも高い値となっている。

☞ 評価項目(1)及び評価項目(3)については、働き方改革が叫ばれる以前から、学校教育がずっと大切にしてきた視点であり、これまで、

各学校でも管理職と教職員との間で対話が重ねられてきていることから、共通認識が形成されているものと考えられる。

● 最も差（ズレ）が大きいのは、全校種で評価項目(2)、次いで、評価項目(４)となっている。

☞ 評価項目(2)については、「個人の裁量（ゆとり）ある時間」に関する認識のズレ等もあると考えられ、各学校において、管理職と

教職員間で対話を重ね、共通認識を図る必要がある。

また、評価項目(４)については、評価項目（２）と関連させて、個人の裁量ある時間の確保とその時間の活用方法、より専門性を

発揮するための研修や教材研究等の充実に向けた取り組みが推進できる環境整備を図ることで、働き方改革の実効性ある取組

の推進に繋がるものと考えられる。
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【総括】

　

◎ 多くの教職員が、児童生徒との信頼関係や同僚等との人間関係を大切にしながら、職務に取り組んでいる状況が

継続されている。

◎ しかし、一方で、「教職員の裁量（ゆとり）ある時間の確保」については継続課題であり、裁量ある時間を活用

して「より専門性を発揮するための研修や教材研究等の充実」を充実させる等、働き方改革の取組をさらに

推進していく必要がある。

◎ 集中取組期間の最終年度となる令和８年度は、実効性のある取組を推進していくために、「働き方改革×メンタル

ヘルス対策×学びの充実の一体的な推進」の方向性のもと、全ての関係者が「子供たちへより良い教育を行う」と

いう働き方改革の目的を共有し、各学校においても、チームとして職員や関係者間で対話を重ねることが必要

である。
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